
人口密集地となった新河岸川下流部では、河道を拡げることが難しいだけでなく、長時間と多額の
費用を要する河川改修は、都市化のｽﾋﾟｰﾄﾞに追いつくことができない。
よって、河川対策＋流域対策の両面から洪水被害の軽減・防止をはかるため総合的な治水対策を行

っている。

総合治水対策

洪水時に想定される流量９９０ｍ３／ｓのうち７３０ｍ３／ｓを河川が分担する。
河川分担量のうち、都市化の著しい下流域でも対応が可能な５３０ｍ３／ｓについては、東京都へ流
下させ、２００ｍ３／ｓは埼玉県内で調節池と荒川への排水により処理する。
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新河岸川流域位置図

複数県にまたがり広域的な観点で整備が必要な河川
～新河岸川総合治水対策特定河川事業（東京都・埼玉県）～
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新青梅街道の冠水状況
（平成11年8月）

狭窄部となっている鉄道橋 整備済箇所
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